


















で子どもが亡くなってしまった う意味では、自分があ種の加害者である、死なせてしま 責任がある 自分自身
を捉えて、それを重荷として背負って戦後を生きてこられている。そういう体験があるわけです。ですから、戦争という出来事には、こういう現象も含め 、個人レベルで、あるいは国のレベルで、さまざまなレベルで加害
- 被害という問題が

























































































に私たちを置いた場合に、体験者との関係 中でどう う思いを伝えていかなければならないのかというふうなことに思いをいたすという、なかなか貴重な経験を今回させて ただいたと理解して ます。
　そういう意味でいきますと、この資料と記録化された歴史











たちにも、 「いい人があったら紹介してほしい」と言ってきました。また、昭和館というのが東京にはあるんです。これは戦災遺族会という総務省から援助も出ている団体 が、 「私たちのところに空襲体験者の記録を残したいので、ご紹介いただきたい」と言われました。ですから、今本当にお金と人手のあるところでは記録 どんどん残していこうと積極的に取り組んでくださっているということは私自身ひしひしと感じています。それは もありがたいこ だと思 ています。
　ですけれども、本当に私たちの世代が終わったとき、今私





きそうになりながら話して申し訳ありません。当時宝塚に移っていた母が、元は大阪の谷町に住ん いたんですけれども、大阪大空襲の時は大阪のほうの空が真っ赤で 武庫川に焼けた着物が漂ってきたと話してくれました。それを聴いた私 、まるで自分が、 れを見たか よ に受け止め いる では、その着物を着 人はどうなったんだろうと思っ ときの子どもの気持ちは非常にリアルなんですね。今も気になっている。 「女学校のお友達はおそらく三分 一くら 亡くなっているのよ」と言う母に、それ以上聴く勇気 私にはなかった。
　おそらく、イギリスやオランダのほうから戦争体験を聴き


























人がいるかもしれない。実は戦前に教育も受けていて、老人ホームかどこかで、経験をあれこれしゃべっているかもしれない。政治家として残って るかもしれない。私たちは、そういう方が「もういない」と思い込んでしまう危険性がちょっとあります それでさっき二〇年前の方の経験者の存命の可能性ということを申し上げ みたんですね。
　具体的な例では、私の場合は、アフリカからビルマ戦線に


















れまして、その方は「鉄道のことを調べましたか」と言われたんですね。要するに、 私たち 現在の聞き取りの対象の方と、その方から聞いたことで点しか見ていなかったんですね 神戸と高梁しか見ていなかった。その方は、鉄道に る移動に携わっていた方 んで ね 移動 ところは、われわれには全然見えな 状況でしたが、そういったこ を話すことによって、情報が集まってくるわけなん すね。それが非常に重要だと思います。どういう意図で よう ことをわれわれがや るの を、何ら の形で発信してくことが非常に重要だ 思 ます。おそらくそれ 中尾さんと共通の認識でいけるのかなと思い す。
　そのことに関してなんですけれども、質問ペーパーで、 「戦
争体験者がいなくなったときの研究はどうなるのか、戦争をどう描いていくのか」という質問が出ております。これは、そこで言うところの体験者の思いがない状態で歴史の研究をやっていくと う話になっていくわけです。いま体験者の語られたことが、将来は一番重要 史料になっていく。私は江戸時代の専門で研究し ますが、江戸時代の人が同時代に残してた史料ももちろん重要な史料ですが、一〇〇年後にいろいろ資料を集めて、それをもう 度編集し直したものも、私たちは史料と考えます。ある 、政治家が一線を退いた後に記している回想録のようなもの 私たちは史料と感じます。
　要するに、何らかの形で記録化をしていけば、それが史料









家族には語れないという方があったことです。家族には語らないにもかかわらず、私たちのようにインタビューに訪れた者に、 一度も語ったことがない事実を語られる。家族という私的な中で 、語ることが家族を変えてしまう。子どもには絶対言 たくない。けれども、この記憶は残しておきたい。そういう思いがあるという を調査から感じております。ですから、記憶を公のものにする。私的 世界 とどめるのではなく、公のものとして社会に位置づけることが重要であること 、こ した現象から見えてく のでは かと思ったのが一つです。
　今は歴史のお話でしたので、残すことに力点が置かれる流
れになっておりまし が、心理の立場から言いますと、戦争体験は、今起こ ていることに影響 て るん すね。将来だけではなく、今世の中で起こっていることに直接影響しいる面を明らかにできればと感じています。野上先生の言れたように冷戦構造は一つ 戦争 す でも 冷戦構造があったのは、その前に 争があったから す。冷戦構造 後 現代の社会がありますけれども、戦争があった いう事実が冷戦という構造として残った結果 して、今 社会があるわけです。今 ことを考えているという視点を、私は持 きたいという気がします。割って入りましたが 野上さん お願いしま野上
　森先生がおっしゃったことでだいぶ言われちゃったな
と思いながら聞 て たんですが、体験者が亡く ら伝
わらないんじゃないかというのは、私は十分考えられると思うんです。そういう危惧があってもいいと思うんですよ。先ほど私が言いたかったのは、あの戦争の体験者ではないかもしれないけれども、現在という時代の体験者であり、この時代も戦争と無関係ではない する。 「自分たちは体験者じゃないから」と言 じゃなくて、 「別の戦争の体験者なんじゃないか」と常に思うこと 、違う可能性が生まれてくるのでないかというこ です。
　別の戦争ですよ。タイプとしては別の戦争だけれども、そ
れによって「私は体験者じゃないから」と切っちゃう、あるいは「拝聴するだけ」ではなくて、そこは難し んですけども、今の社会そして自分も戦争と無関係ではな 考える。「新しい戦争」の中で、私たちがそれをどう体験しているかと言えば、別に出征兵士と 行くわけでも わけですけれども、例えばテレビを見て ることは、その戦争と う関与していることになるのかを考え べきだということ 自分観察者で、客観者で無関係、テレビを見ているだけだよ いうのは現代の戦争じゃ通じないです。テレビを見ているで何かいろいろ意見を持ったりすること自体も戦争の中に組み込まれている。逆に言 、 だ らテレビで報道するんです。
　私たちは体験者じゃないというのは、あの戦争については









には今きっちり体験を記録できているのかな いうほうが非常に不安です。本当にちゃんと記録で ているのか。聞けているのか。聞 やすい話だけを記録し んじゃな かという不安はどこかにあります。本当に聞かな と け 体験記は記録できていないんじゃないか。次の世代のことを考えるよりも、まず今生きて証言してくだ る人の話をき ちり聞き取るべきだという気がしております。
　この春まで、私は松江支局におったんですけれども、島根
県というのはあま 直接 戦災の被害を受け ない ころです。そこで自分が戦争と何を関われば いのかと思っていろいろ探したんですけれど 実 疎開児童 たくさん引受けていたんです。それをお世話した方、もう九〇歳近い女性の方に話を聞きました。疎開児童のお世話 話は一五分くらいで終わったんですけれども、その後、切々と自分のご主人のことを話し始められて、四時間くらい を聞 ました。
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戦死公報が来たんだけども、それが信じられなくて、その方は終戦直後、日本国中走り回っておられたんです。自分の主人が最後、どう死んだのかを突き詰めるために。四年後、戦死公報が来て、実はそれが違って、ようやく五、 六年たってわかったという話をずっとされていました。 「こんな恥ずかしい話、今までしたことないのよ」みた な話で ういう話がたぶんまだまだ っぱい転がっていると思うんですね。自分は他人に話すほどのことじゃない いう話が、 かも空襲を受けて、すごく被害を受けた地域でなくても、身近な話として残されたままにな ているん かなという気がします。まだまだ聞かないといけない が残 て るのか と。
　それと、 今小学生、 中学生になっている子どもは、 おじいちゃ
ん、おばあちゃんの世代がようやく戦争の体験 あるという世代で、子どもにどう伝えてい かと うこと 一番大切なと思います。難しい話をする じゃなくて、 わかりやす 。率直に、戦争というのはこ なに恐ろしい面があるんだぞということを教えてやるにはどうし らい 。一つ 固有名詞をきっちり出した体験記を話し あげる。今自分 学校に通っているこの道で 実は六〇何年前にこう ふうに人が亡くなったんだよ か、いつも買い物に行くスーパーの辺りでこんな悲惨な があったんだよと。たま 遊び 行く遊園地に行 電車、阪急電車でも ですけれども 途中でこんな機銃掃射にあ て、 んなに くさん 人が死んでるんだよというふうに、現実の場面と体験記を結びつ るようなものがあれば、子どもも 感できると思うんです 「いつ
も歩いている道で実はこんなことがあったんだよ。こんな経験をした人がいたんだよ」と言うことで伝えていけるようなものがあるんじゃないかなと。
　人に任せるのは非常に申し訳ありませんが、学校などで広
島、長崎、沖縄、東京大空襲を伝えることも必要でしょうけれども、その地域に根ざした地域の話、一人の方が亡くなっていても それは戦争で亡くなっ わけですから、自分の生活圏で実はこんな体 いうことをもうちょっと大切にしていったほうがい んじゃ い 。それは体験者がなくなっても、その地域に残って く になるではないかと最近ちょっと思っています。ですから、 日本各地、地域によって戦争体験に差がある ではなく 、伝えるべきもの、残すべきものをきちっと選り分けていけば、 とえ直接の体験者が亡くなっても生きていくんじゃないかなという感想は持っております。中尾
　今のことで松本さんに質問したいんですけれども。皆




























たのは、テープで残しておいたり、ビデオで残しておいたりして聞くことです。この頃だんだん映像も歴史博物館とかに入ってきました。聞いてみると、テレビみたいにカットしていなくて、衝撃映像も入らない 、文書資料も入らないけれども、とても生き生き していて面白い。聴き・視る史料は語る人の動作も声も残す方法なの す。それをどのように今後発展させてい か。日本の技術な 、絵本の中の登場人物に触れれば、人がしゃべりだ よう こともできるんだろうと思います。原爆の絵で 絵に実体験のお話がつ ていたら随分理解の度合いが違うだろうと思います。それを身近な戦争経験についても、アートとしてやってみてはどうか。アーカイブというものにも、日記や口述の書 おこしと った文書史料と共に声や映像が残って れば、それはと ばらしい慰霊碑であり、戦死者へのたむけであり、私たちに対しての史料になる。音 資料とそ を書き起こ た文字資料はちょっと質の違うものなので、どちらも貴重だ 思って ります。森　予定の時間を少し過ぎておりますが 延びることは覚悟しておりました 皆さんからの質問 対してある程度すでに答えてくださった方もありますが、あ ためて質問 答えに時間をとってから終わりにしたいと思います。
　私から始めます。私の研究に対して、研究の最終的目的は
何かということを改めて問われ いる方があ し 。これは、私も十分語り切れなか ところです。心理的な面から、
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戦争体験がいかに人に対してひどい影響を与えるか、マイナスの影響を与えるか、どれだけ害を及ぼすか、人生をつらいものにするかということを理解すればするほど、戦争はあってはならないことが実感されるわけです。たぶんブッシュ大統領も、戦争が一人ずつの人生にこれだけの否定的な作用を及ぼすことを実感として感じたら 戦争は起こせないだろう、起こせなかっただろう 思うわけです。個人への作用を見い感性があるから戦争を起 せると思うんですね。
　ですから、心理学的な立場から個人の人生に対する戦争の





















れば、ここまでの位置づけができなかったと考えています。本当にこれはまれな例になるかもしれません。ただ、だからと言って、聞き取 をやらなくてい のか う話ではないんですね。聞き取りの体験は今言ったように、記録化、アーカイブ化され いく。そこから次の世代 何を見出すのかを考えるための資料 なっていくということになります。
　それと併せて言っておきたいのは、今回戦争体験者の方、
疎開体験者の方と一緒にいろいろなお話をさせていただり、現地に行ったりして強く感じたことは、やはり戦争体験者の心とイコールになれないと う限界があるんだということは動かしようのない事実なんですね。にもかかわらず、私が今回の取 組みを非常 熱心にや たと自分では思っているんですが、そこを突き動かし も の話をしておきたいと思います。
　これは「学童疎開綴」に関わるわけですが、 「学童疎開綴」
が見つかったことによって 今回 レベルまで明らか
た。見つからなかったらできなかったと先ほど言いましたが、戦争中の史料は権力を持っている人間が隠してきたと うことを見逃してはならないんですね。これは現在の私たちが、戦争というも を超えて、常に意識してお なければならないことなんです
　要するに、情報公開と考えた場合、現在の資料についても
隠してしまえば、後に検証ができ くな てしまうという、現在のわれわれに対して警鐘 鳴らしている事例だと思うんですね。これは戦争に限りません。今日の新聞 も高速道路を無料にした場合。渋滞がどれくらいなくなる という予測を隠していたと載っておりましたが、そのように情報操作ができてしまうところをやは 肝に銘じておく必要がありま 。
　戦争体験者の方の心と一緒にはなれないんですが、戦争体
験者の話を聞く中 、そこから私たち 次世代に伝えていかなければならないことのヒントは得ら た 考えています。そういった意味で、自分自身が熱心にやれる現代的課題 中で取り組ませていただいたと思っております。中田
　おっしゃった中に、 「子どもたちにどの年齢でその体験
を」というのがあり した。私たちは小学校六年生とか中学二年生とかに呼ばれることが多いんですね。その中にもすごく個人差があって、私たちの話を聞い だけ 涙ぐんでしまう子、本当に泣き出す子、感想を述べなさ と先生 言われて、準備もしてきたはずなのに言葉に 男の子がいらしゃるわけですね。だ ら、私たちはどういう年齢でそ 話
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にその子が向き合えるかと言われると、何十人も前にして同じ話をしているわけです ら、いろいろな感受性の子がい 、「今日、 なんかおばちゃん来たわ、 学校に」ということで終わってしまう子もいるし、私たちがお話ししているときから泣いている子もいます。大抵は先生が泣いていて、子どもは知らん顔し いるんですけど、子どもが泣いていると うこともあるわけです。そんな子は原爆資料館に行ったら、怖くて眠れなくなって父兄から文句が出る。 「楽し 修学旅行のはずなのに、うちの子はそれ以後眠れなくなった」という子も るわけです。そうなると、ど うふうに伝え らい のかということはすご 難し んですね。でも、や ぱり私たちが伝えたいと思うことを、み な一緒に体験してい だくしか、私たちには方法がない いうこ 、無責任にみんな一緒の話をしているんですけれども。中尾
　私も最初に広島の原爆資料館に行ったときに帰ってき



































を見るかという話だと思うんですね。つまり、私たちより上の世代の人は、文字に慣 た世代だっ と思うんですね。私たちは映像に慣れ 世代ですので、映像がある意味で見やすいですけれども、今度は、どう見るか あるいはどれから見るかという問題があるわけです。そう う問題の立て方を社会との関係で考える、というの 私 テーマです。ほかの方とはまたちょっと違う切り口なわけですけれども、それぞれが分担していけばいいと思います。松本
　子どもにどう伝えるかという話ですけれども、私、個
人的に言いますと、ちゃんと伝えるべきだと思いま 。泣こうがわめこう ちゃん 。その時代の子どもたちはそういう体験をしたわけですから、相手の個人差が、というよりもまずきっちりとあった現実を伝えてあげるべきだ。あ は、大人がそれ どうフォローしてやるかという問題 思 ます。その辺はあま 斟酌する必要が 私は 的にはな と思います。ちゃんと伝えるべきだと思います。変にオブラー
トに包んだり、変に遠慮する必要は全くないと思います。
　あとは映像ですけれども、私は申し訳ないですが、二〇年
以上活字の仕事しかしておりませんので、活字の力を信じております。活字で伝えられないものが映像で伝えられるわけがないという信念を持っておりますので、映像もいいと思ますが、まず活字できっちりと残す。いかに残していくか。後世の人がこの活字を読ん 、いかに感情が揺さぶられるということ まず第一で、映像は二次的に置いていっ らったらいいんじゃ か。まず きちんと残 こと 大切ではないかと思ってい す。以上です。森　ありがとうござ ました。時間が大幅に過ぎて まいまして、お疲れかと思 ます。戦争 こと 語り始めると どこまでも語り続け ければならない問題ですので、これを機会にさらに伝え続けるこ として、今日の会はここ 締 させていただきたいと思います。司会
　指定討論者の皆様、シンポジストの皆様、ありがとう





う方がおられましたら、今日の資料の中に「アンケート調査に協力いたします」と書かれた紙を入れております で、連絡先を記入の上提出いただけ ば、送付させていただきます。今のところ「昭和六年生まれから」とな いますが、上世代の方も協力いただける方がありましたらよろしくお願いします。
　それから、インタビュー調査は、今参加を了承いただいて
いる方に順次行なっていくことにな ます。その後インタビューの対象を広げる とができるかもし せんが、今のところはじめての方はアンケート調査でお願 したい 思います。司会
　これを持ちまして、甲南大学人間科学研究所心の危機
と臨床の知、 第九回公開シンポジウム「戦争体験の記憶と語り」を終了させて ただきます。
〈終了〉
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